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おしらせHOTコーナー 
        

　
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

  

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
・
花
田
苑
・

こ
し
が
や
能
楽
堂
無
料
開
放 

Q
平
成
２３
年
１
月
１
日
豢
・
２
日
豸
　
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時 

L
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
…
北
越

谷
駅
東
口
か
ら
「
ゆ
め
み
野
東
・
エ
ロ
ー

ラ
」
行
き
な
ど
の
バ
ス
で
「
小
田
急
弥
栄

団
地
入
口
」
下
車
徒
歩
５
分 

花
田
苑
…
越
谷
駅
西
口
か
ら
「
花
田
循
環
・

越
谷
市
立
図
書
館
前
」
行
き
バ
ス
で
「
花

田
苑
入
口
」
下
車 

こ
し
が
や
能
楽
堂
…
花
田
苑
隣
り 

O
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
…
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
鳥
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

入
園
は
午
後
３
時
３０
分
ま
で
。 

花
田
苑
…
日
本
庭
園
を
無
料
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
入
園
は
午
後
３
時
ま
で
。 

こ
し
が
や
能
楽
堂
…
越
谷
百
景
の
ス
ケ
ッ

チ
画
を
展
示
し
ま
す
。 

J
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
蕁
９７９
・

０
１
０
０
、
花
田
苑
蕁
９６２
・
６
９
９
９
、

こ
し
が
や
能
楽
堂
蕁
９６４
・
８
７
０
０ 

  

新
春
恒
例
―
消
防
出
初
式
― 

Q
平
成
２３
年
１
月
９
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

〈
小
雨
決
行
〉 

L
三
郷
市
文
化
会
館
前
（
三
郷
駅
北
口
か

ら
徒
歩
１５
分
） 

O
三
郷
鳶
組
合
に
よ
る
木
遣
り
・
は
し
ご

乗
り
、
消
防
特
別
演
技
な
ど 

J
三
郷
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
蕁
９５２
・

１
２
１
５ 

  

ク
リ
ス
マ
ス
映
画
会 

Q
１２
月
２５
日
貍
　
①
午
前
１０
時
〜
、
②
午

後
１
時
３０
分
〜
（
各
回
上
映
時
間
４８
分
間
） 

O
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
星
」 

N
幼
児
〜
一
般
　 

R
各
回
先
着
４００
人 

P
無
料
　 

L
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル 

J
中
央
公
民
館
蕁
９８１
・
１
２
３
１ 
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ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

Q
平
成
２３
年
１
月
９
日
豸
　
午
後
７
時
開

演
（
６
時
３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
） 

O
ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ
う
も
り
」
序
曲
、
皇
帝

円
舞
曲
、
ポ
ル
カ
・
シ
ュ
ネ
ル
「
人
生
は

喜
び
」
ほ
か 

P
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ
席
５
０
０
０
円
、

高
校
生
ま
で
３
５
０
０
円
【
全
席
指
定
】

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

  

モ
ノ
づ
く
り
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
ー
ル 

Q
１２
月
２２
日
貉
・
２３
日
豢
　
午
前
１０
時
〜

午
後
７
時
（
２３
日
は
午
後
５
時
ま
で
） 

L
ア
コ
ス
ホ
ー
ル
（
草
加
駅
東
口
ア
コ
ス

南
館
７
階
） 

O
皮
革
製
品
な
ど
市
内
で
製
造
さ
れ
た
優

れ
た
製
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
市
価
よ
り
も

安
く
販
売
。 

J
草
加
緊
急
経
済
対
策
事
業
実
行
委
員
会

（
草
加
商
工
会
議
所
内
）
蕁
９２８
・
８
１
１

１ 

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
・
駅
前
出
張
所
図

書
窓
口
…
１
月
１１
日
貂
・
１７
日
豺
・
２４

日
豺
・
３１
日
豺
（
駅
前
出
張
所
図
書
窓

口
は
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
お
休

み
）
 

※
な
お
、
い
ず
れ
も
館
内
整
理
日
お
よ

び
年
末
年
始
休
館
の
た
め
、
１２
月
２７
日

豺
か
ら
１
月
４
日
貂
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
。
 

あ
な
た
の
ま
ち
の
図
書
館
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

      　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
作
家
の
値
段
『
新
宝
島
』
の
夢
」
 

出
久
根
達
郎
　
著
 

「
マ
キ
リ
」
 

安
達
　
千
夏
　
著
 

「
撃
て
な
い
警
官
」
 

安
東
　
能
明
　
著
 

「
明
日
の
雨
は
。
」
 

伊
岡
　
　
瞬
　
著
 

「
数
え
か
ら
く
り
」
 

田
牧
　
大
和
　
著
 

「
千
里
伝
時
輪
の
轍
」
 仁

木
　
英
之
　
著
 

「
橘
花
抄
」
 

葉
室
　
　
麟
　
著
 

■
児
童
書
 

「
タ
ネ
の
大
図
鑑
」
 

サ
カ
タ
の
タ
ネ
　
監
修
 

「
あ
の
夏
、
ぼ
く
ら
は
秘
密
基
地
で
」
 

三
輪
　
裕
子
　
作
 

「
チ
ー
ム
あ
か
り
」
 

吉
野
万
里
子
　
作
 

「
カ
テ
ィ
ー
に
お
ま
か
せ
！
」
 

マ
イ
リ
ー
・
ヘ
ダ
ー
ウ
イ
ッ
ク
作
・
絵
 

「
赤
ち
ゃ
ん
は
魔
女
」
 

ビ
ア
ン
カ
・
ピ
ッ
ツ
ォ
ル
ノ
　
作
 

「
と
こ
や
に
い
っ
た
ラ
イ
オ
ン
」
 

サ
ト
シ
ン
　
作
 

         　
図
書
館
で
は
、
図
書
資
料
の
貸
し
出
し

の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
本
へ
の
親
し
み

を
も
っ
て
も
ら
い
読
書
の
喜
び
を
伝
え
る

た
め
、
幼
児
・
小
学
生
低
学
年
を
対
象
と

し
た
「
お
は
な
し
会
」
や
「
お
り
が
み
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
「
朗
読
会
」
や
大
画

面
を
生
か
し
た
「
映
画
上
映
会
」
な
ど
に

よ
り
図
書
館
資
料
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
 

　
な
お
、
図
書
館
で
所
蔵
す
る
資
料
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
※
事
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
が
必
要
）。
 

　
さ
ら
に
、
平
成
２２
年
７
月
１
日
か
ら
八

潮
市
役
所
駅
前
出
張
所
に
図
書
窓
口
を
開

設
し
、
図
書
貸
出
カ
ー
ド
、
パ
ス
ワ
ー
ド

の
登
録
、
図
書
資
料
の
予
約
・
貸
出
業
務

や
図
書
資
料
の
検
索
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
週
火
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
 

              J
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
、
八
條

図
書
館
蕁
９９４
・
５
５
０
０
 

      　
　
　
秋
の
日
に
 

大
　
瀬
　
　
藤
本
　
順
子
 

足
の
親
指
の
爪
　
切
り
づ
ら
く
な
い
？
 

小
さ
く
て
太
っ
た
母
に
聞
い
た
 

切
っ
て
く
れ
る
の
か
？
 

来
年
還
暦
の
娘
が
八
十
の
母
の
爪
を
切
る
 

老
眼
の
為
に
ピ
ン
ト
が
あ
わ
な
い
 

痛
い
。
痛
い
。
自
分
で
や
る
よ
 

十
四
年
前
　
義
母
の
爪
を
切
っ
た
 

あ
り
が
と
ね
。
あ
り
が
と
ね
。
そ
う
言
っ
 

た
義
母
は
ま
も
な
く
癌
の
為
に
他
界
し
た
 

義
母
は
我
慢
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
 

そ
れ
と
も
私
の
若
か
っ
た
目
は
ピ
ン
ト
が
 

あ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
 

十
一
月
十
五
日
 

十
四
回
目
の
命
日
が
来
た
 

   

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

霜
月
の
北
の
空
に
は
夜
明
け
前
 

　
　
　
北
斗
七
星
大
き
く
光
る
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

天
高
く
仰
ぎ
し
空
に
ち
ぎ
れ
雲
 

　
　
　
何
処
の
街
へ
流
れ
行
く
や
ら
　
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

落
ち
葉
焚
き
青
空
見
上
げ
語
ら
い
し
 

　
　
　
い
と
し
き
亡
母
の
遠
き
面
影
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

妻
籠
の
宿
場
街
道
歩
き
見
て
 

　
　
　
古
き
町
並
み
昔
を
偲
び
 

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子
 

冴
え
た
陽
に
燃
ゆ
る
血
の
色
彼
岸
花
　
 

　
　
　
根
に
毒
含
む
花
の
妖
艶
　
 

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

双
葉
山
の
連
勝
記
録
残
り
た
り
 

　
　
　
白
鵬
負
け
て
思
わ
ず
拍
手
 

南
後
谷
　
　
山
内
　
久
子
 

薄
れ
ゆ
く
自
然
と
の
共
生
難
し
き
 

　
　
　
熊
も
辛
か
ろ
秋
の
さ
び
し
さ
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

湯
に
浸
り
見
上
ぐ
る
夜
空
星
た
ち
の
 

　
　
　
瞬
き
揺
れ
る
冬
の
天
の
川
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

ほ
っ
こ
り
と
冬
の
ア
イ
テ
ム
探
し
つ
つ
 

　
　
み
ど
り
ご
背
負
い
て
雑
踏
に
群
れ
り
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

ゆ
で
卵
つ
る
り
と
剥
け
ば
在
り
し
日
の
 

　
　
　
母
の
素
肌
の
白
き
を
想
う
 

中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

空
高
く
澄
み
わ
た
る
秋
紅
葉
を
 

　
　
　
眺
め
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
 

木
曽
根
　
　
闍
谷
　
多
門
 

水
平
に
走
り
消
え
ゆ
く
流
れ
星
 

　
　
　
短
く
生
き
し
ひ
と
を
偲
び
ぬ
 

   

鶴
ヶ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子
 

病
得
て
見
ゆ
る
も
の
あ
り
聖
夜
か
な
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

市
と
な
り
て
芒
野
原
も
失
せ
に
け
り
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

曲
が
る
度
秋
の
歓
声
い
ろ
は
坂
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

白
障
子
座
敷
童
か
孫
の
影
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

障
子
張
る
諍
い
終
え
て
黙
々
と
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

連
山
の
彩
る
斜
陽
秋
深
む
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

も
ら
い
湯
の
タ
オ
ル
も
凍
る
岩
見
沢
 

緑
町
一
　
　
溝
口
え
い
い
ち
 

風
吹
き
て
山
動
く
如
く
芒
原
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

枯
葉
に
も
生
き
る
道
あ
り
文
化
祭
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

雪
降
れ
ば
サ
ン
タ
が
来
る
と
待
つ
息
子
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

夕
焼
に
染
ま
り
て
映
え
る
庭
紅
葉
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

秩
父
路
や
夕
日
に
抱
か
る
木
守
柿
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

八
ッ
場
ダ
ム
廃
屋
の
庭
に
柿
赤
し
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

盆
栽
の
水
ひ
か
え
め
に
秋
暮
る
る
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３ 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

　
さ
っ
　
か
　
　
　

ね
 
だ
ん
 

　
し
ん
た
か
ら
じ
ま
 
 
 
 
　
ゆ
め
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
 
く
 
ね
　
た
つ
ろ
う
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
だ
ち
 
 
　

ち
 
か
 

 
う
　
 
 
 
 
 
 
 
け
い

か
ん
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ん
ど
う
 
 
　
よ
し
あ
き
 

 
あ
 
し
 た
　
 
 
あ
め
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
お
か
 
 
 
 
　
し
ゅ
ん
 

 
か
ず
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
ま
き
 
 
 
　や
 ま
 と
 

 
せ
ん

り
 
で
ん
　
じ
 
り
ん
　
 
わ
だ
ち
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 に
 
き
 
 
　
ひ
で
 
ゆ
き
 

 
き
っ

か

し
ょ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
む
ろ
 
 
 
 
 　
り
ん
 

  
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
 
ず
 
か
ん
 

  
 
 
 
 
 
な
つ
　
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
み
つ
 
き
 
ち
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
わ
 
 
 
 
 ひ
ろ
 
こ
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
 
の
　

ま
 
り
 
こ
 

   
あ
か
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
じ
ょ
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

 
　市では、市税が未納となっている方に対し、納期ごとに督促状や催告書など
を送付していますが、平成２２年１０月末までに納期限が過ぎた今年度の市税を
いまだに未納の方には、改めて１２月上旬に一斉に催告書を送付しました。また、
前年度以前の市税が滞納となっている方へも、再度一斉に、１１月下旬に催告
書を送付しました。まだ、納税がお済みでない方は、至急納付してください。 
　なお、特別な事情（災害・疾病・事故など）により納期限内の納付が困難な
方を対象に、納税相談を随時行っています。また、窓口を拡大して休日納税相
談や夜間納税相談（毎週木曜日）も行っていますので、お気軽にご利用くださ
い。 
 
 
　平日の納税相談がご利用いただけない方のために、休日も納税相談を行っ
ています。通常、毎月第１日曜日のみの実施ですが、１２月は５日（日）・２６日（日）、
１月は３０日（日）に行いますので、こちらもご利用ください。 

J納税課蕁B２０７ 

う

 

し
ば
 

い
ず
こ
 

た
 

は

は

 

あ
や
め
き
 

ま
た
た
 

市税一斉催告 

特別休日納税相談 

納税課からのお知らせ！！ 

事業名 場所 日　時　・　対　象 

お
は
な
し
会 

八幡 

八條 

毎週火曜日 
①午前11時から（幼児向け） 
②午後3時30分から（小学生向け） 

毎週木曜日 
午前11時から（幼児向け） 
毎週金曜日 
午後3時30分から（小学生向け） 

朗読会 

映　画 
上映会 

八條 

毎月第３日曜日、第４水曜日　午後２時から 
八幡と八條の両館で毎月交代で開催（一般向け） 

毎週土曜日　午後2時から（児童向け） 
毎週日曜日　午後2時から（一般向け） 


